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一
化
メ
イ
虫
が
異
常
発
生

　
今
年
の
二
化
メ
イ
虫
一
化
期
の
発

蛾
状
況
を
み
ま
す
と
、
十
日
町
市
島

の
誘
殺
灯
の
成
績
で
は
、
発
蛾
最
盛

日
が
六
月
三
日
と
な
り
昨
年
（
六
月

十
五
日
）
に
比
べ
十
二
日
も
早
く
な

っ
て
い
ま
す
。
　
こ
れ
は
五
月
か
ら

六
月
初
旬
に
か
け
て
の
高
温
多
照
に

よ
る
も
の
で
す
が
、
数
も
昨
年
同
期

に
比
べ
約
二
倍
近
く
の
誘
殺
数
と
な

り
、
例
年
に
な
い
異
常
発
生
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
早
急
に
ガ
ン
マ
ー
粒

剤
、
ス
、
・
・
チ
オ
ン
、
ホ
リ
ド
ー
ル
等

で
防
除
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
ガ
ン
マ
；
粒
剤
の
場
台
は
、
一

回
散
布
だ
け
で
す
と
防
除
を
徹
底
で

き
ま
せ
ん
の
で
必
ら
ず
二
回
散
布
と

し
、
ス
、
・
・
チ
オ
γ
、
ホ
リ
ド
！
ル
は

一
回
散
布
で
す
が
、
部
落
防
除
班
の

組
織
を
強
化
し
て
、
適
期
の
共
同
防

除
で
徹
底
し
た
防
除
を
し
よ
う
。

◎
薬
剤
別
防
除
適
期

一
、
平
場
地
域
の
場
合

ω
ガ
ソ
マ
ー
粒
剤

　
第
二
回
散
布
適
期
n
六
月
二
十
日

　
≧
二
十
五
日

ω
ス
ミ
チ
オ
ソ

　
散
布
適
期
“
六
月
二
十
日
～
二
十

　
二
日

共
同
防
除
の
徹
底
を

⑥
ホ
リ
ド
ー
ル

　
散
布
適
期
u
六
月
二
十
三
日
～
二

　
＋
五
日

　
以
上
の
と
お
り
で
す
が
、
漏
水
田

や
水
不
足
田
で
は
「
ガ
ソ
マ
ー
粒
剤
」

で
す
と
効
果
が
出
に
く
い
の
で
、
ホ

リ
ド
ー
ル
か
ス
、
・
・
チ
オ
ン
を
使
用
す

る
よ
5
に
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
山
間
地
域
の
場
合

　
山
ぞ
い
地
域
は
、
平
場
地
域
に
比

ぺ
て
蛾
の
発
生
が
か
な
り
遅
れ
て
い

◎
震
薬
別
使
用
基
準

　
　
　
　
　
　
　
（
別
表
）

10a当り散布量

る
た
め
に
、
防
除
適
期
が
ま
だ
決
り

ま
せ
ん
が
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
情
報
に
注
意
し
、
防
除

適
期
に
防
除
で
き
る
よ
う
に
い
ま
か

ら
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
．

（第1表）動力噴霧機水平噴口の場合（第世代）
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事
前
調
査
に
ご
協
力
を

12015スミチオン1

九
月
か
ら
の
広
域
商
業
診
断
に
備
え

　
近
年
交
通
事
情
の
進
展
に
加
え
経

済
環
境
の
変
化
に
よ
り
市
内
商
店
街

の
再
開
発
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

市
で
は
こ
と
し
国
、
県
の
協
力
を
得

て
九
月
頃
広
域
商
業
診
断
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
市
商
工
課
と
商
工
会
議

所
で
は
同
診
断
の
基
礎
資
料
を
得
る

た
め
事
前
調
査
を
行
な
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
事
前
調
査
は
六
月
下

旬
か
ら
八
月
末
ま
で
の
約
ニ
ヵ
月
間

商
店
や
消
費
者
を
対
象
に
い
ろ
い
ろ

な
調
査
を
や
り
ま
す
が
、
こ
の
診
断

期
間
中
は
も
ち
ろ
ん
事
前
調
査
に
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
な
お
広
域
商
業
診
断
は
、
日
本
中

小
企
業
指
導
セ
ン
タ
ー
か
ら
研
究
指

導
員
並
び
に
研
修
生
ら
と
県
か
ら
商

政
課
の
中
小
企
業
診
断
員
が
来
市
し

て
事
前
調
査
資
料
を
も
と
に
、
本
町

一
丁
目
～
四
丁
目
、
駅
前
、
高
田
町

通
り
な
ど
を
商
店
街
を
診
断
す
る
ほ

か
、
消
費
者
や
経
営
者
と
の
懇
談
会

を
開
き
、
い
ろ
い
ろ
分
糎
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

（第2表）ミスト機等の場合（第世代）
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く
る
高

な
す
x

少
滅
や

り
急
り

よ
が
よ

量
果
準

布
効
基
る
一

散
と
は
す

の
る
度
に

こ
す
濃
め

　
ヨ

　
4
0

　
　
～

　
3
0
　
機
　
ト
　
ス

　
、
、
、

干
ば
つ
に

次
い
で

◎
危
害
防
止
に
万
全
を

　
ホ
リ
ド
ー
ル
等
特
定
毒
物
を
使
用

す
る
場
合
は
、
特
に
危
害
防
止
に
注

意
し
て
事
故
を
起
さ
な
い
よ
う
に
、

実
地
指
導
員
の
指
導
に
従
っ
て
取
扱

い
及
び
防
除
を
す
る
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
を
お
聞
き
に
な
り
た

い
方
は
、
農
業
改
良
普
及
所
か
農
協

に
間
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
十
日
町
地
区
農
業
改
良
普
及
所
〉

　
　
指
揮
連
絡
兼

　
　
救
急
車
配
置

　
市
消
防
署
に
こ
の
ほ
ど
消
防
用
指

揮
連
絡
兼
救
急
車
一
台
が
新
し
く
配

置
さ
れ
、
救
急
活
動
が
強
化
さ
れ
ま

し
た
。

　
同
車
は
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
・
マ
ス
タ
ー

ラ
イ
ソ
六
気
筒
エ
ソ
ジ
ン
ニ
千
㏄
の

ラ
イ
ト
パ
ソ
で
価
格
は
八
十
五
万
円

　
【
写
真
は
指
揮
連
絡
兼
救
急
車
】

　
市
役
所
人
事

　
六
月
一
日
付
で
、
の
．
ぎ
の
と
お
り

人
事
異
動
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

畑
作
物
に
大
被
害

三
千
へ
多
ル
に
降
ヒ
ヨ
ウ

　
市
干
ば
つ
対
策
本
部
で
は
去
る
四

日
の
降
ヒ
ョ
ウ
に
よ
る
農
産
物
の
被

害
調
査
を
ま
と
め
ま
し
た
が
、
そ
れ

に
よ
り
ま
す
と
市
内
水
沢
吉
田
、
川

治
、
貝
野
地
域
約
三
千
盤
に
雷
雨
と

と
も
に
直
径
一
｝
三
膨
大
の
ヒ
ョ
ゥ

が
降
り
畑
作
物
に
大
き
な
被
害
を
出

し
ま
し
た
。

　
種
別
　
　
被
害
面
積
　
．
微
産
見
込

水
稲
　

三
百
珍
　

五
％

ソ
　
菜
　
　
　
　
百
〃
　
　
　
百
％

螂

ブ
ド
ウ
　
　
　
三
十
〃

タ
パ
コ
　
　
　
十
二
〃

加
工
用
ト
マ
ト
　
八
〃

イ
チ
ゴ
　
　
　
　
七
〃

ホ
ッ
ブ
　
　
＋
五
〃

杉桑

園
　
　
　
三
十
〃

苗
　
　
六
十
五
〃

　
　
百
％

　
四
十
％

　
七
十
％

　
五
十
％

二
十
～

二
十
五
％

　
四
十
％

若
穿
落
ち

　
　
　
　
　
（
写
真
は
直
経
三
セ

　
　
　
　
　
　
ン
チ
大
の
ヒ
ヨ
ウ
）

　
電
話
移
転
は
早

　
　
め
に
ご
相
談
を

　
市
内
の
電
話
路
線
は
こ
と
し
新
し

く
四
百
三
十
軒
つ
け
た
こ
と
に
よ
り

満
員
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
電
話
の
移
転
が
む
ず
か

し
く
な
り
、
場
所
に
よ
り
移
転
不
能

の
場
合
も
生
じ
て
ま
い
り
ま
す
の
で

事
務
所
、
工
場
の
移
転
は
前
も
っ
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
四
十
三
年
秋
に
は
新
局
建
設
に
合

わ
せ
て
線
路
を
増
設
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

　
（
ヵ
ッ
コ
内
は
旧
所
属
）

▽
市
長
室
長
　
池
田
作
三
（
財
政
課

長
）

▽
財
政
課
長
　
村
山
栄
一
（
会
計
課

　長）

V
会
計
課
長
　
桑
原
一
郎
（
社
会
福

祉
事
務
所
長
）

V
社
会
福
祉
事
務
所
長
　
山
田
真
佐

　
栄
　
（
保
育
所
長
）

▽
術
立
保
育
所
長
　
ヒ
村
仁
平
（
市

　
民
課
長
補
佐
）

▽
市
民
課
長
補
佐
富
井
泰
一
郎

　
（
市
民
係
長
）

▽
社
会
福
祉
事
務
所
次
長
　
根
津
清

　
治
（
商
工
課
長
補
佐
兼
商
工
係
長
）

V
商
工
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長

　
島
田
久
蔵
（
市
民
課
国
民
年
金
係

　
長
）

▽
市
長
室
企
画
係
長
　
近
藤
哲
雄

　
（
水
道
課
事
務
係
長
）

▽
庶
務
課
文
書
係
長
　
俵
山
基
（
農

林
課
農
林
係
）

▽
市
民
課
市
民
係
長
　
山
田
熊
治

　
（
庶
務
課
文
書
係
長
）

▽
市
民
課
国
民
年
金
係
長
　
関
口
秀

　
夫
（
社
会
福
祉
事
務
所
事
務
係
長
）

▽
農
林
課
国
土
調
査
係
長
　
金
沢
重

　
夫
（
農
林
課
国
土
調
査
係
長
心
得
）

▽
保
険
課
保
健
指
導
係
長
　
大
熊
文

　
治
（
衛
生
体
育
課
公
衆
衛
生
係
）

▽
水
道
課
事
務
係
長
　
服
部
泰
（
財

　
政
課
財
政
係
）

　
　
退
職
者

　
富
井
　
喜
雄
（
市
長
室
長
）

　
近
藤
　
　
豊
（
下
条
出
張
所
主
任
）

　
宮
中
え
ん
堤
を

　
放
流

　
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
千
手

発
電
所
水
路
ず
い
道
（
2
条
）
内
部

点
検
調
査
等
の
た
め
つ
ぎ
に
よ
り
え

ん
提
の
放
流
を
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一
、
ず
い
道
2
条
分
の
取
水
停
止

　
　
六
月
二
十
四
日
二
十
二
時
か
ら

　
　
二
十
五
日
四
時
ま
で

二
、
放
流
量

　
　
六
月
二
十
四
日
二
十
時
四
十
分

　
　
か
ら
二
十
二
時
ま
で
、
十
分
ご

　
　
と
に
二
十
ト
ン
ず
つ
増
加
し
て

　
　
二
十
二
時
か
ら
二
十
五
日
四
時

　
　
ま
で
、
自
然
流
量
そ
の
ま
ま
を

　
　
放
流
い
た
し
ま
す
。

（
注
）
放
流
開
始
の
時
、
宮
中
え
ん
堤

　
　
に
あ
る
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す

　
　
特
別
に
浅
河
原
調
整
池
の
サ
イ

　
　
レ
ソ
も
鳴
ら
し
ま
す
。

　
　
但
し
、
浅
河
原
調
整
池
の
サ
イ

　
　
レ
ン
は
、
平
常
は
池
の
水
を
放

　
　
流
す
る
と
き
に
限
り
鳴
ら
す
も

　
　
放
流
量
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当

　
　
響
を
う
け
ま
す
の
で
、
多
少
の

　
　
変
更
は
あ
る
予
定
で
す
．

　
　
の
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
口
の
信
濃
川
の
自
然
流
量
に
影
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い

日
報
市
政
P
R
版
を
全
戸
に
無
料
配
布

　
新
潟
日
報
の
十
日
町
市
政
P
・
R

版
が
近
く
全
戸
無
料
配
布
さ
れ
ま

す
。
市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
新
潟
日
報

と
タ
イ
ァ
ッ
プ
し
て
同
社
発
行
の
日

曜
カ
ラ
ー
版
を
利
用
し
て
「
市
長
と

主
婦
の
座
談
会
」
　
「
発
展
す
る
十
目

町
市
写
真
特
集
」
な
ど
を
載
せ
た
市

政
P
R
版
を
作
り
、
市
内
全
戸
に
無

糊
…
講
叢
　
雛
麟
騒

　
　
　
公
民
舘
家
庭
教
育

　
　
　
学
級

　
幼
児
学
級
　
六
月
二
十
一
日
、
夜
七

　
　
時
半
か
ら

　
城
力
丘
学
級
六
月
二
十
三
日
、
夜

　
　
七
時
半
か
ら

　
中
学
生
学
級
六
月
二
十
二
日
、
夜

　
　
七
時
半
か
ら

　
　
　
手
　
芸
　
教
　
室

　
六
月
十
七
日
（
土
）
午
後
一
時
か
ら

　
ア
ソ
ダ
リ
ヤ
編
み
、
バ
ッ
ク
類
、
竹

　
か
ぎ
三
号
～
七
号
持
参
、
材
料
費
六

　
百
円
～
千
円

　
六
月
二
十
一
日
（
水
）
夜
七
時
か
ら

　
夏
の
お
や
つ
作
り
、
指
導
「
蟻
ノ
会
」

　
▽
こ
と
し
の
成
人
該
当
者
で
、
病
気

　
　
出
帳
そ
の
他
で
出
席
で
き
な
か
っ

　
　
た
人
は
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
す

　
　
の
で
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
公
民

　
　
舘
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
自
転
車
登
録
を

　
て
い
ま
す
。
今
月
末
ま
で
は
特
に
登

　
し
て
く
だ
さ
い
。

瓢
　
料
　
理
　
教
　
室

薗

一
六
月
二
十
四
日
（
土
）
午
後
一
時
か
ら

願ロ

覇
材
料
費
百
五
十
円

ロ

・
　
版
　
画
　
教
　
室

コ
㎜
六
月
二
士
言
（
金
）
夜
七
時
半
か
ら

闘
暑
中
見
舞
状
展
作
品
製
作

1■㎜圏■臼ロロ

■
　
自
転
車
を
盗
難
や
交
通
事
故
か
ら

ロ

ー
守
る
た
め
の
防
犯
登
録
が
行
な
わ
れ

ー

。
録
促
進
月
間
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
登
録

6一■■

料
配
布
す
る
も
の
で
、
二
十
日
～
二

十
四
日
頃
ま
で
の
間
に
各
家
庭
に
届

く
予
定
で
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
な
お
村
山
市
長
と
主
婦
の
座

談
会
に
出
席
さ
れ
た
人
達
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

田
口
節
子
、
根
津
三
子
、
富
田
淑
子

池
田
ヨ
、
・
・
、
大
野
妙
子
、
斉
木
ム
ツ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
寄
付
あ
り
が
と
う

■一
　
　
公
民
舘
建
設
基
金
と
し
て
池
田
幸

■
平
さ
ん
（
学
校
町
）
五
千
円
、
庭
野

ロ

皿
重
信
さ
ん
（
西
寺
町
）
八
百
円
を
寄

　
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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放
送
を
通

明
ろ

　
こ
ん
ど
県
下
で
は
じ
め
て
十
日
町

市
に
「
く
ら
し
に
生
か
す
放
送
利
用

運
動
推
進
協
議
会
」
が
生
ま
れ
、
去

る
十
三
日
中
央
公
民
舘
で
発
会
式
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
議
会
は
十
日
町
市
、
同
教

委
、
N
H
K
の
三
者
共
同
事
業
に
よ

り
家
庭
視
聴
を
通
じ
て
、
明
る
く
豊

か
な
住
み
よ
い
郷
土
を
築
こ
う
と
い

う
も
の
、
当
日
は
N
H
K
か
ら
渡
辺

新
潟
放
送
局
長
、
牧
田
同
放
送
部
長
、

市
側
市
長
代
理
小
川
助
役
、
本
田
教

育
委
員
長
、
社
会
教
育
委
員
、
地
区

公
民
舘
長
ら
が
出
席
正
式
に
発
足
し

ま
し
た
。
発
会
式
に
先
立
ち
決
め
ら

れ
た
協
議
会
規
約
、
役
員
、
事
業
な

ど
の
う
ち
主
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

　
（
規
約
）

じ
て

㌧、

地
域
社
会
へ

く
ら
し
に
生
か
す
放
送
利
用
運
動
推
進

協
議
会
発
足

第
一
条
本
会
は
十
日
町
市
く
ら
し

に
生
か
す
放
送
利
用
運
動
推
進
協
議

会
と
称
し
．
事
務
局
を
十
日
町
市
教

育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
課
内
に

置
く
。

　
の
ほ
か
、
第
八
条
ま
で
あ
り
本
年

六
月
十
三
日
か
ら
施
行
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
（
役
員
）

　
　
◎
は
会
長
、
○
は
副
会
長

　
「
推
進
協
議
会
委
員
」
　
六
人

◎
十
日
町
市
長
　
　
　
村
山
　
謙
吉

十
日
町
市
議
会
議
長
　
樋
口
政
太
郎

　
〃
　
教
育
委
員
長
　
本
田
　
金
作

○
〃
　
教
育
長
　
　
　
中
林
　
久
平

N
H
K
放
送
局
長
　
　
渡
辺
　
　
踏

　
〃
　
放
送
部
長
　
　
牧
田
　
　
弘

　
「
事
務
局
員
」
　
七
人

十
日
町
市
長
室
長
　
　
池
田
　
作
三

　
〃
　
広
報
係
長
　
　
根
津

十
日
町
市
教
育
委
員
会

　
　
社
会
教
育
課
長
　
上
村

　
〃
社
会
教
育
主
事
　
田
村

　
〃
　
公
民
舘
長
　
　
小
林

N
H
K
新
潟
放
送
局

　
　
放
送
部
副
部
長
　
鈴
木

　
〃
　
編
成
班
長
　
　
北
川

　
「
推
進
員
」

　
社
会
教
育
委
員
　
十
四
人

史
郎

賢達政
秀夫基

　貞
宏行

地
区
公
民
舘
長
　
　
　
八
人

　
「
事
業
計
画
」

　
計
画
の
策
定
は
年
間
な
ら
び
に
月

別
活
動
計
画
を
た
て
運
動
を
効
果
的

に
推
進
す
る
が
、
月
別
の
事
業
内
容

の
主
な
る
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。七
月
九
日
　
「
社
会
教
育
大
会
」

八
月
二
十
二
日
　
「
ラ
ジ
オ
体
操
」

九
月
下
旬
　
「
文
化
講
演
会
」

十
月
下
旬
　
「
婦
人
の
つ
ど
い
」

印
紙
視
法
の
全
文
改
正

　
印
紙
税
法
が
全
文
改
正
さ
れ
七
月

一
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
今
度
の

改
正
に
よ
り
免
税
点
や
税
率
が
二
倍

か
ら
二
十
倍
位
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
従
来
受
取

書
な
ど
に
は
三
千
円
以
上
十
円
の
印

紙
を
貼
付
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

住
宅
金
融
公
庫
の

　
　
　
　
　
昭
和
4
2
年
度
住
宅
改
良
資
金
O
受
付

　
　
　
　
　
五
月
二
十
日
～
六
月
三
十
日

っつじ原を再開
水沢商工会が整備に乗リ出す

＜写真はつ』じ原〉

一
、
貸
付
け
を
受
け
ら
れ
る
条
件

　
ω
改
良
に
係
る
住
宅
の
所
有
者
で

　
　
自
ら
当
該
住
宅
に
居
住
す
る
こ

　
　
と
o

　
②
所
要
の
自
己
負
担
金
の
調
達
が

　
　
で
き
る
こ
と
。

　
③
元
利
金
の
償
還
の
見
込
み
が
確

　
　
実
で
あ
り
、
か
つ
確
実
な
連
帯

　
　
保
証
人
が
あ
る
こ
と
。

二
、
貸
付
を
受
け
ら
れ
る
工
事

　
増
築
、
改
築
、
修
繕

三
、
貸
付
限
度
額

　
改
良
工
事
に
要
す
る
費
用
の
七
割

　
に
相
当
す
る
金
額
で
、
十
万
円
か

　
ら
三
十
五
万
円
ま
で
．

四
、
利
率

　
年
六
分

五
、
償
還
期
間

　
十
年
以
内

◎
申
し
込
み
は
県
内
取
り
扱
い
金
融

　
機
関
で
す
。

◎
詳
し
い
こ
と
は
市
町
村
、
農
協
、

　
土
木
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

度
一
万
円
以
上
の
も
の
に
二
十
円
の

印
紙
を
貼
付
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま

た
従
来
の
赤
伝
票
な
ど
物
品
の
受
取

書
は
課
税
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
詳
し
い
こ
と
は
税
務
署
に
お
た
づ

ね
く
だ
さ
い
。

庭
野
さ
ん
が
欄
位

本格酌に

下跡リ

　
十
日
町
市
水
沢
商
工
会
（
丸
山
尚

政
会
長
）
は
か
っ
て
の
名
所
と
し
て

に
ぎ
わ
っ
た
伊
達
つ
つ
じ
原
を
再
現

し
よ
5
と
開
発
に
乗
り
出
し
た
も
の

で
こ
と
し
は
見
事
に
つ
つ
じ
が
咲

き
、
観
光
価
値
じ
ゅ
う
ぶ
ん
と
い
っ
．

た
と
こ
ろ
で
本
年
か
ら
施
設
面
の
整

備
に
力
を
入
れ
、
本
格
的
に
乗
り
出

す
こ
と
に
な
り
、
手
は
じ
め
に
、
去

る
二
日
「
つ
つ
じ
群
生
地
」
の
案
内

標
識
板
を
た
て
る
な
ど
、
準
備
に
と

り
か
か
っ
て
い
ま
す
。

市
民
魚
釣
大
会

　
第
十
一
回
市
民
魚
釣
大
会
は
、
去

る
四
日
（
子
供
）
六
日
（
一
般
）
大

池
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
．

　
一
般
の
部
は
日
頃
自
慢
の
釣
天
狗

が
百
人
近
く
集
ま
り
ウ
デ
を
競
っ
て

い
ま
し
た
．

　
成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り

　
〔
一
般
の
部
〕

①
庭
野
秀
信
（
昭
和
町
四
）
六
千
四

百
堵
②
川
上
浩
三
（
駅
通
り
）
六
千

三
百
4
③
池
田
良
平
（
川
原
町
）
三

千
二
百
4
④
玉
木
彰
（
高
田
町
）
二

千
八
百
4
⑤
高
木
実
（
高
田
町
三
）

り
、
千
三
百
五
十
考
⑨
根
津
甲
作
、

八
、
栄
町
、
千
五
十
4

①
滝
沢
哲
也
、
十
中
、
七
百
㌘
②
大

1
、
十
中
、
四
百
4
④
宮
沢
三
男
、

小
、
三
百
4
⑥
池
田
信
一
、
新
座
小

瓜
修
⑧
根
津
昭
則
、
十
小
、
百
4
⑨

弘
文
　
十
小
、
百
㌘

　
　
　
　
　
（
写
真
は
魚
釣
大
会
）

二
千
四
百
4
⑥
馬
場
政
雄
、
本
町
六
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

千
八
百
五
十
4
⑦
大
川
賢
治
、
袋
町
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

四
、
千
五
百
考
⑧
田
口
、
田
中
本
通
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

稲
荷
町
二
、
千
百
五
十
考
⑩
高
木
平
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼

　
〔
子
供
の
部
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

島
敏
夫
、
十
中
、
五
百
考
③
庭
野
修
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

十
中
、
四
百
4
⑤
塩
川
利
彦
、
大
池
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

三
百
珍
⑦
庭
野
親
一
郎
、
十
中
、
二
巴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
野
政
治
、
大
池
小
、
百
㌘
⑩
後
藤
臼

市
民
合
唱
団
生

ま
る
十
九
日
発
会
式

く
ら
し
に
生
か
す

放
送
利
用
運
動

　
　
十
日
町
市
の
テ
レ
ビ
普
及
率
は
、

　
四
月
一
日
現
在
で
九
十
ニ
パ
U
セ
ン

　
ト
（
新
潟
県
H
八
十
八
パ
冨
セ
ソ

　
ト
）
に
達
し
ま
し
た
。

　
　
三
十
三
年
十
二
月
一
日
に
、
新
潟

　
放
送
局
が
全
国
で
二
十
一
番
目
の
テ

　
レ
ビ
放
送
を
は
じ
め
て
か
ら
、
ま
だ

　
十
年
し
か
た
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
テ

　
レ
ビ
は
、
私
た
ち
の
二
十
四
時
間
の

　
す
。
テ
レ
ビ
を
ぬ
き
に
し
た
生
活
な

　
　
い
ま
ま
で
い
ろ
ん
な
集
会
で
、
テ

聞
生
活
に
す
っ
か
り
と
け
こ
ん
で
い
ま

ーロ

ー
ど
と
て
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

■■一一■

　
市
公
民
舘
で
は
一
般
市
民
の
音
楽

愛
好
者
を
対
象
に
“
合
唱
教
室
”
を

開
く
一
方
こ
れ
ら
の
参
加
者
を
は
じ

め
と
す
る
、
市
民
合
唱
団
を
発
足
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
民
合
唱
団
の
発
会
式
は
十
九
日

夜
七
時
半
か
ら
で
す
が
、
初
心
者
も

歓
迎
し
ま
す
か
ら
ふ
る
っ
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
当
地
で
も
十
五
年
前
か
ら
十

日
町
混
声
合
唱
団
な
ど
に
よ
り
活
動

が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
同
合
唱

団
は
こ
れ
に
よ
り
発
展
的
に
解
消
し

新
し
く
市
民
合
唱
団
に
併
合
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
睡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

ミ旨

　
住
宅
供
給
公
社
は
地
方
住
宅
供
給

公
社
法
に
基
づ
い
て
、
県
が
設
立
し

た
特
殊
法
人
で
、
目
的
は
住
宅
の
不

足
し
て
い
る
地
域
で
住
宅
を
必
要
と

さ
れ
る
も
の
に
対
し
建
設
資
金
を
融

資
し
、
県
民
の
生
活
の
安
定
に
寄
与

す
る
も
の
で
す
。

従
っ
て
営
利
を
目
的
と
せ
ず
、
そ
の

運
営
に
つ
い
て
は
建
設
大
臣
、
県
知

事
の
厳
重
な
監
督
を
受
け
て
お
り
ま

す
。　
こ
の
住
宅
供
給
公
社
で
は
一
般
勤

労
者
向
住
宅
の
建
設
分
譲
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
産
業
労
彷
者

住
宅
並
び
に
産
労
分
譲
住
宅
の
建
設

資
金
な
ど
の
貸
付
を
い
た
し
て
お

り
、
次
の
よ
う
た
内
容
で
産
業
労
彷

者
住
宅
並
び
産
業
労
仇
者
向
分
譲
住

宅
の
建
設
資
金
貸
付
の
申
し
込
み
受

付
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
資
金
の
目
的
は
、
事
業
主
が

従
業
員
の
た
め
に
社
宅
ま
た
は
寮
を

建
設
す
る
場
合
あ
る
い
は
は
従
業
員

　
甲
類
　
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が

　
　
　
　
三
百
人
以
下
叉
は
資
本
金

　
　
　
　
五
千
万
円
以
下
の
事
業
者

　
乙
類
右
の
甲
類
以
外
の
事
業
者

②
貸
付
利
率
及
び
平
方
米
当
り
単
価

　
甲
類
年
六
分
五
厘

産
業
労
仇
者
住
宅
の

建
設
資
金
貸
付
ご
案
内

の
持
家
建
築
に
対
し
て
事
業
主
が
援

助
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
こ
れ
に
対

し
低
利
か
つ
長
期
の
資
金
を
融
資
し

て
そ
の
促
進
を
計
ろ
う
と
す
る
も
の

で①
申
し
込
み
の
区
分

乙
類
　
年
七
分

建
物
（
耐
火
構
造
）
坪
当
り
六
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
位

〃
　
（
木
造
構
造
）
〃
三
万
八
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
百
円
位

土
地
　
　
　
　
　
　
〃
四
千
二
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
程
度

③
償
還
期
間
及
方
法

　
耐
火
構
造
の
住
宅
　
三
五
年
以
内

　
簡
易
大
火
の
住
宅
　
二
五
年
〃

　
そ
の
他
（
木
造
）
の
住
宅

い
ず
れ
も
元
利
平
均
等
割
償
還
で
毎
酬

月
払
い
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
年
〃

④
申
し
込
み
受
付
期
限
六
月
三
〇
日

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
公
社
に
お
間
い
合
せ
に
な
る

か
市
長
室
に
お
た
づ
ね
く
だ
さ
い
。

　
新
潟
県
住
宅
供
給
公
社
は
新
潟
市

東
大
通
一
丁
目
二
五
番
地
（
帝
石
ビ

ル
ニ
階
）
T
E
L
（
4
7
）
三
、
二
四
七

番
で
す
．

　
レ
ピ
の
功
罪
が
さ
か
ん
に
論
じ
ら
れ

■
て
き
ま
し
た
。
　
「
子
ど
も
と
テ
レ

ロ

㎜
ピ
」
の
問
題
に
多
く
の
関
心
が
寄
せ

酬
ら
れ
、
し
か
も
テ
レ
ビ
が
持
っ
て
い

ロ

㎜
る
良
い
面
よ
り
も
む
し
ろ
悪
い
面
が

”
話
題
に
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で

照
し
ょ
う
か
。

”
　
こ
の
た
び
十
日
町
市
、
同
教
育
委

…
員
会
、
パ
H
K
が
共
同
し
て
、
市
民

ロ

旧
の
皆
さ
ん
と
「
ぐ
ら
し
に
生
か
す
放

㎜
送
利
用
運
動
」
を
進
め
て
い
く
こ
と

コ

旧
に
な
り
ま
し
た
。

、
　
こ
れ
を
機
会
に
、
み
ん
な
で
、
テ

ロ

㎜
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送
を
見
直
し
、

酬
放
送
の
よ
い
利
用
の
し
か
た
を
考
え

旧
あ
い
実
行
し
、
明
る
く
楽
し
い
家
庭

融
づ
く
り
と
豊
か
で
住
み
よ
い
地
域
づ

ロ

㎜
く
り
を
し
よ
う
ー
と
い
う
の
が
こ

馴
の
運
動
の
ネ
ラ
イ
で
す
。

旧
㎜
　
こ
の
運
動
を
進
め
る
た
め
に
、
十

闘
日
町
市
く
ら
し
に
生
か
す
放
送
利
用

㎜
運
動
推
進
協
議
会
が
、
六
月
十
三
日

剛
旧
に
発
足
し
ま
し
た
。

㎜
　
放
送
番
組
の
お
し
ら
せ
、
世
話
役

の
研
修
、
研
究
会
、
講
演
会
等
の
集

会
の
開
催
、
グ
ル
ー
ブ
の
育
成
、
体

験
の
募
集
、
調
査
、
相
談
、
資
料
の

提
供
な
ど
の
事
業
を
、
社
会
教
育
の

活
動
と
し
て
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
．

　
こ
れ
ら
の
活
動
の
中
で

0
テ
レ
ビ
に
接
す
る
お
と
な
の
態
度

　
に
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

O
ラ
ジ
オ
が
忘
れ
ら
れ
て
い
な
い
だ

　
ろ
う
か
．

0
家
庭
全
体
と
し
て
の
テ
レ
ビ
、
ラ

　
ジ
オ
の
よ
い
み
か
た
、
き
ぎ
か
た

　
と
は
。

◎
マ
ス
コ
ミ
に
つ
い
て
の
自
分
の
考

　
え
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

O
番
組
の
良
い
悪
い
を
選
ぶ
力
を
持

　
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

◎
娯
楽
番
組
だ
け
で
な
く
、
教
養
、

　
教
育
番
組
に
目
を
向
け
る
に
は
ど

　
う
し
た
ら
よ
い
か
．

0
婦
人
、
家
庭
教
育
、
青
年
学
級
な

　
ど
に
放
送
を
利
用
で
き
な
い
だ
ろ

　
う
か
。

◎
放
送
を
利
用
す
る
集
ま
り
を
つ
く

　
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
な
ど
の
こ
と
を
み
な
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
考
え
、
く
ふ
う
し
た
い
と
お

も
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

巴
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…
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…
…
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i【圭雛繊ち
…　　　　　　　　　　　　タバコの代金のうちから納める

…　　　　〃…　　　　　　グ　　税金は、市の道路、学校などの

…　　　　　　　　　　経費に使われます。
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